
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■重要業績評価指標（KPI）に基づく効果の

検証・管理 

提案 

検証 

周南市総合計画(2015～24 年) 周南市総合計画(2015～24 年) 周南市総合計画(2015～24 年) 周南市総合計画(2015～24 年) 

■基本構想 

■主要プロジェクト 

■前期基本計画 

■後期基本計画 

■実施計画 

■主要プロジェクト 

「将来の都市像」の実現に向けた７つの主要プロジェクト 

■分野別計画 

施策体系を９つの分野・４１の基本施策・１４９の推進施策

に整理した基本計画 

周南市総合計画 前期基本計画(2015～19 年) 周南市総合計画 前期基本計画(2015～19 年) 周南市総合計画 前期基本計画(2015～19 年) 周南市総合計画 前期基本計画(2015～19 年) 

ＰＤＣＡサイクル 

PLAN 

DO CHECK 

ACT 

連動 「まち・ひと・しごと」の創生を具現化 

第２次周南市まちづくり総合計画及び周南市人口ビジョン・総合戦略の相関図 

①周南市人口ビジョン（2060 年） ①周南市人口ビジョン（2060 年） ①周南市人口ビジョン（2060 年） ①周南市人口ビジョン（2060 年） 

■人口の現状分析 

・人口動向分析 

・産業人口分析 

・将来人口の推計と分析 

 

■人口の変化が本市の将来に与える

影響の分析と考察 

 

■人口の将来展望 

・将来展望に必要な調査・分析 

・目指すべき将来の方向 

・施策の展開を踏まえた人口の将

来展望 

【周南市総合戦略】 

最重要課題である人口減少抑制に向け、「まち・ひと・しごと」の創生を具現化するため、周南市総合計画に掲げる基本計画・主要プロジェクトを勘案

した「基本方針」・「基本目標」・「具体的な施策」・「実施事業（アクションプラン）」をまとめた戦略プラン 

PLAN 

DO CHEC

ACT 

ＰＤＣＡサイクル 

■代表的な目標指標に基づく効果の検証・

管理 

進捗管理・検証 進捗管理・検証 進捗管理・検証 進捗管理・検証 

②周南市総合戦略(2015～19 年) ②周南市総合戦略(2015～19 年) ②周南市総合戦略(2015～19 年) ②周南市総合戦略(2015～19 年) 

■基本方針 

・多様なしごとを創出し、安定した雇用を生む環境をつくる 

・若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

・人口の流出を食い止め、市外からも人を呼び込む 

・次世代につなぐ新たなまちをつくる 

■基本目標 

・雇用を確保し、安定して働くことができるまち  

・安心して子育て・教育ができるまち 

・若者・女性が住み続け、活躍できるまち 

・賑わいと活力を実感できるまち 

・地域資源を活用し、快適に暮らし続けることができるまち 

■具体的な施策・客観的な指標（KPI） 

・具体的な施策について、客観的な重要業績評価指標（KPI）

を設定 

・重要業績評価指標（KPI）は、具体的な施策の『アウトカム』

に関する指標 

 

○産業界・教育機関・金融機関・労働団体・

マスコミ・行政・市民などの外部有識者 

○総合戦略策定に向けた意見・提案 

○総合戦略策定後は、目標指標達成度検証・ 

総合戦略見直しへの提言 

周南市まち･ひと･しごと創生戦略会議 周南市まち･ひと･しごと創生戦略会議 周南市まち･ひと･しごと創生戦略会議 周南市まち･ひと･しごと創生戦略会議 

進捗管理・検証 進捗管理・検証 進捗管理・検証 進捗管理・検証 

周南市議会 周南市議会 周南市議会 周南市議会 

意見 

報告 

-1--1--1--1-

資料1資料1資料1資料1
　第１回 周南市まち･ひと･しごと創生戦略会議　第１回 周南市まち･ひと･しごと創生戦略会議　第１回 周南市まち･ひと･しごと創生戦略会議　第１回 周南市まち･ひと･しごと創生戦略会議
　平成27年7月13日　平成27年7月13日　平成27年7月13日　平成27年7月13日



上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

①人口ビジョン

②総合戦略

③まち･ひと･しごと創生推進本部

（庁内幹部職員で構成）

④　　〃　ワーキングチーム

（庁内担当職員で構成）

⑤周南市まち･ひと･しごと創生戦略会議

（有識者会議）

⑥市民意見の聴取

⑦市議会

10月 11月 12月 1月6月 7月 8月 9月

平成28年

周南市人口ビジョン・総合戦略策定に向けたスケジュール周南市人口ビジョン・総合戦略策定に向けたスケジュール周南市人口ビジョン・総合戦略策定に向けたスケジュール周南市人口ビジョン・総合戦略策定に向けたスケジュール

▲第５回

◆第１回

素 案

■第２回

▲第１回
(7/13)

中間報告

中間報告

素 案

人口推計・ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ実施

骨子案

素案策定統計データによる分析

既存施策の再整理 経済構造分析・新規施策検討

★公表

★公表

：基本の流れ

素案策定

素案調製

素案調製

▲第２回 ▲第３回 ▲第４回

◆第２回

◆第３回

◆第４回

■第４回

新規施策・ＫＰＩの検討

新規施策・ＫＰＩに対する意見

素案策定

特別委員会

パブコメ

骨子案

素案調製

素案に対する意見

■第３回

住民意識調査

最終調製

最終調製

■第５回

最終案

最終案

：議会への説明・報告 ：ワーキングチームの流れ

-2--2--2--2-
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(
1
)
 
基

本
方

針
 

●
 
多

様
な

し
ご

と
を

創
出

し
、

安
定

し
た

雇
用

を
生

む
環

境
を

つ
く

る
【

基
本

目
標

①
、

③
】

 

●
 
若

い
世

代
の

結
婚

・
妊

娠
・

出
産

・
子

育
て

の
希

望
を

か
な

え
る

【
基

本
目

標
②

】
 

●
 
人

口
の

流
出

を
食

い
止

め
、

市
外

か
ら

も
人

を
呼

び
込

む
【

基
本

目
標

③
、

④
】

 

●
 
次

世
代

に
つ

な
ぐ

新
た

な
ま

ち
を

つ
く

る
【

基
本

目
標

⑤
】

 

 (
2
)
 
基

本
目

標
・
基

本
方
向
・

具
体

的
な

施
策
 

【
基

本
目

標
①

】
 

雇
用

を
確

保
し

、
安

定
し

て
働

く
こ

と
が

で
き

る
ま

ち
雇

用
を

確
保

し
、

安
定

し
て

働
く

こ
と

が
で

き
る

ま
ち

雇
用

を
確

保
し

、
安

定
し

て
働

く
こ

と
が

で
き

る
ま

ち
雇

用
を

確
保

し
、

安
定

し
て

働
く

こ
と

が
で

き
る

ま
ち

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【
基

本
方

向
（

案
）】

 

新
た

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
素

材
な

ど
を

は
じ

め
と

し
た

新
産

業
の

創
出

や
企

業
立

地
の

推
進

、
大

企
業

を
支

え
る

中
小

企
業

の
支

援
な

ど
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
物

流
拠

点
と

し
て

国
際

バ
ル

ク

戦
略

港
湾

に
指

定
さ

れ
た

徳
山

下
松

港
の

港
湾

機
能

の
拡

充
な

ど
持

続
的

な
成

長
を

支
え

る
産

業
基

盤
の

強
化

に
努

め
る

こ
と

に
よ

り
安

定
し

た
雇

用
を

確
保

す
る

。
 

  

-
5
-

-
5
-

-
5
-

-
5
-



ま
た

、
農

産
物

や
加

工
品

の
ブ

ラ
ン

ド
化

、
道

の
駅

や
関

係
団

体
と

連
携

し
た

６
次

産
業

化
の

推
進

に
よ

り
、

農
産

物
の

付
加

価
値

や
需

要
の

拡
大

、
新

た
な

雇
用

の
創

出
を

図
る

な
ど

、
生

産

か
ら

商
品

開
発

・
加

工
・

流
通

・
販

売
・

販
路

拡
大

に
向

け
た

取
組

み
を

支
援

す
る

。
 

 ［
数

値
目

標
］

 
（

例
）

雇
用

創
出

数
 

5
年

で
○

○
人

 

 
就

業
者

数
 

 
5

年
で

○
○

人
 

 【
具

体
的

な
施

策
（

例
）
】［

重
要

業
績

評
価

指
標

（
K

P
I）］

 

 
 

ⅰ
 
新

事
業

・
新

産
業

の
創

出
 

ⅱ
 
水

素
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
利

活
用

の
促

進
 

ⅲ
 
地

場
産

業
の

振
興

 

ⅳ
 
企

業
立

地
の

促
進

 

ⅴ
 
港

湾
基

盤
強

化
の

促
進

 

ⅵ
 
地

域
産

品
の

ブ
ラ

ン
ド

化
 

ⅶ
 
６

次
産

業
化

の
推

進
 

 
 

 

【
基

本
目

標
②

】
 

安
心

し
て

子
育

て
・

教
育

が
で

き
る

ま
ち

安
心

し
て

子
育

て
・

教
育

が
で

き
る

ま
ち

安
心

し
て

子
育

て
・

教
育

が
で

き
る

ま
ち

安
心

し
て

子
育

て
・

教
育

が
で

き
る

ま
ち

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
基

本
方

向
（

案
）】

 

「
子

育
て

す
る

な
ら

周
南

市
」

を
目

指
す

た
め

、
家

庭
・

地
域

・
企

業
・

行
政

な
ど

の
社

会
全

体
が

、
「

結
婚

・
妊

娠
・

出
産

・
子

育
て

」
へ

と
続

く
「

切
れ

目
の

な
い

支
援

」
に

取
り

組
む

体

制
づ

く
り

を
進

め
、

よ
り

多
く

の
若

者
が

結
婚

の
希

望
を

か
な

え
、

希
望

す
る

時
期

で
の

出
産

・

子
育

て
が

で
き

る
よ

う
、
出

産
・

子
育

て
に

対
す

る
不

安
を

取
り

除
き

、
安

心
し

て
子

供
を

生
み

、

育
て

る
こ

と
が

で
き

る
環

境
整

備
に

取
り

組
む

。
 

さ
ら

に
、

将
来

を
担

う
子

供
た

ち
一

人
ひ

と
り

の
特

性
や

能
力

を
伸

ば
し

、
豊

か
な

心
の

育
成

を
基

本
と

し
て

、「
確

か
な

学
力

」、
「

生
き

る
力

」
を

育
む

教
育

の
充

実
を

図
る

。
 

 ［
数

値
目

標
］

 
（

例
）

普
通

出
生

数
 

5
年

後
に

○
○

人
 

希
望

出
生

数
 

５
年

後
に

○
○

人
 

 

【
具

体
的

な
施

策
（

例
）
】［

重
要

業
績

評
価

指
標

（
K

P
I）］

 

ⅰ
 
学

校
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
充

実
 

ⅱ
 
子

育
て

支
援

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
 

ⅲ
 
保

育
サ

ー
ビ

ス
の

質
・

量
の

充
実

 

ⅳ
 
子

育
て

家
庭

・
ひ

と
り

親
家

庭
へ

の
支

援
 

ⅴ
 
結

婚
に

対
す

る
支

援
の

促
進

 

   

-
6
-

-
6
-

-
6
-

-
6
-



【
基

本
目

標
③

】
 

若
者

・
女

性
が

住
み

続
け

、
活

躍
で

き
る

ま
ち

 
若

者
・

女
性

が
住

み
続

け
、

活
躍

で
き

る
ま

ち
 

若
者

・
女

性
が

住
み

続
け

、
活

躍
で

き
る

ま
ち

 
若

者
・

女
性

が
住

み
続

け
、

活
躍

で
き

る
ま

ち
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【
基

本
方

向
（

案
）】

 

高
等

教
育

機
関

や
産

業
が

集
積

す
る

本
市

の
地

域
特

性
を

生
か

し
、
起

業
を

志
す

人
が

創
業

し

や
す

い
環

境
を

つ
く

る
と

と
も

に
、
顕

在
化

す
る

様
々

な
地

域
課

題
や

社
会

的
課

題
を

ビ
ジ

ネ
ス

の
手

法
で

解
決

し
、

新
た

な
起

業
・

就
業

の
機

会
を

創
出

す
る

ソ
ー

シ
ャ

ル
ビ

ジ
ネ

ス
へ

の
取

組

み
を

支
援

す
る

こ
と

に
よ

り
、

若
者

や
女

性
の

活
躍

の
場

を
広

げ
る

。
 

ま
た

、
高

等
教

育
機

関
と

連
携

し
、

在
学

中
か

ら
ま

ち
づ

く
り

や
地

域
と

の
関

わ
り

を
深

め
る

取
組

み
を

促
進

し
、

本
市

へ
の

愛
着

を
深

め
る

と
と

も
に

、
企

業
等

と
も

連
携

を
図

り
、

卒
業

後

の
若

者
や

女
性

の
地

元
で

の
就

業
支

援
す

る
こ

と
に

よ
り

、
定

住
の

促
進

を
図

る
。

 

 ［
数

値
目

標
］

 
（

例
）

転
入

者
数

 
5

年
間

で
○

○
人

増
加

 

転
出

者
数

 
5

年
間

で
○

○
人

減
少

 

 【
具

体
的

な
施

策
（

例
）
】［

重
要

業
績

評
価

指
標

（
K

P
I）］

 

ⅰ
 
創

業
支

援
の

促
進

 

ⅱ
 
就

労
支

援
の

充
実

 

ⅲ
 
Ｕ

Ｊ
Ｉ

タ
ー

ン
の

促
進

 

 
 

ⅳ
 
住

民
主

体
の

地
域

づ
く

り
の

促
進

 

 
 

 
 

【
基

本
目

標
④

】
 

賑
わ

い
と

活
力

を
実

感
で

き
る

ま
ち

 
賑

わ
い

と
活

力
を

実
感

で
き

る
ま

ち
 

賑
わ

い
と

活
力

を
実

感
で

き
る

ま
ち

 
賑

わ
い

と
活

力
を

実
感

で
き

る
ま

ち
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
基

本
方

向
（

案
）】

 

 
経

済
や

地
域

の
活

性
化

に
重

要
な

役
割

を
担

う
徳

山
駅

周
辺

の
中

心
市

街
地

の
整

備
を

着
実

に
進

め
、

賑
わ

い
の

創
出

を
図

る
と

と
も

に
、

県
と

連
携

し
て

フ
ェ

リ
ー

タ
ー

ミ
ナ

ル
を

含
め

た

港
湾

地
区

の
賑

わ
い

の
創

出
を

図
る

。
 

 
ま

た
、

交
流

人
口

拡
大

に
よ

る
地

域
経

済
の

活
性

化
を

図
る

た
め

、
充

実
し

た
全

国
に

誇
れ

る

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
施

設
や

ま
ち

な
か

の
動

物
園

、
工

場
夜

景
等

、
本

市
の

特
色

あ
る

地
域

資
源

を

活
用

し
た

戦
略

的
な

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

活
動

に
取

り
組

む
。

 

 ［
数

値
目

標
］

 
（

例
）

観
光

客
数

 
5

年
間

で
○

○
人

増
加

 

街
な

か
の

歩
行

者
等

通
行

量
 

5
年

間
で

○
○

人
増

加
 

 【
具

体
的

な
施

策
（

例
）
】［

重
要

業
績

評
価

指
標

（
K

P
I）］

 

ⅰ
 
徳

山
駅

周
辺

整
備

事
業

の
推

進
 

ⅱ
 
徳

山
駅

南
側

の
活

性
化

の
促

進
 

ⅲ
 
魅

力
あ

る
中

心
市

街
地

の
再

生
・

充
実

 

 
 

ⅳ
 
魅

力
あ

る
動

物
園

の
推

進
 

 
 

ⅴ
 
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

シ
テ

ィ
の

推
進

 

 

-
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【
基

本
目

標
⑤

】
 

地
域

資
源

を
活

用
し

、
快

適
に

暮
ら

し
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

ま
ち

 
 

 
地

域
資

源
を

活
用

し
、

快
適

に
暮

ら
し

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
ま

ち
 

 
 

地
域

資
源

を
活

用
し

、
快

適
に

暮
ら

し
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

ま
ち

 
 

 
地

域
資

源
を

活
用

し
、

快
適

に
暮

ら
し

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
ま

ち
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
基

本
方

向
（

案
）】

 

 
持

続
可

能
で

快
適

な
生

活
環

境
や

都
市

活
動

を
確

保
し

、
次

の
時

代
を

見
据

え
た

新
た

な
ま

ち

づ
く

り
に

取
り

組
む

た
め

、
福

祉
・

医
療

・
商

業
等

の
都

市
機

能
や

居
住

の
効

果
的

な
誘

導
を

図

る
と

と
も

に
、
公

共
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

充
実

に
よ

り
コ

ン
パ

ク
ト

で
効

率
的

な
都

市
構

造
を

目
指

す
と

と
も

に
、
本

市
の

地
域

資
源

で
あ

る
電

解
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
の

特
性

を
生

か
し

た
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
る

。
 

 
ま

た
人

口
減

少
・

少
子

高
齢

化
が

都
市

部
以

上
に

進
行

す
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

中
山

間
地

域

に
お

い
て

は
、

買
い

物
や

医
療

等
一

定
の

生
活

機
能

を
有

す
る

近
隣

地
域

や
、

都
市

的
地

域
に

つ

な
が

る
路

線
バ

ス
へ

接
続

す
る

生
活

交
通

を
地

域
団

体
や

交
通

事
業

者
と

の
調

整
を

図
り

な
が

ら
整

備
す

る
な

ど
、

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
生

活
圏

づ
く

り
を

進
め

る
。

 

 ［
数

値
目

標
］

 
（

例
）

中
心

市
街

地
の

居
住

人
口

 
5

年
間

で
○

○
人

増
加

 

中
山

間
地

域
へ

移
住

し
た

世
帯

数
 

5
年

間
で

○
○

世
帯

増
加

 

 【
具

体
的

な
施

策
（

例
）
】［

重
要

業
績

評
価

指
標

（
K

P
I）］

 

ⅰ
 
快

適
で

利
便

性
の

高
い

都
市

計
画

の
推

進
 

ⅱ
 
生

活
交

通
の

確
保

・
維

持
・

充
実

 

 
 

ⅲ
 
地

域
の

夢
プ

ラ
ン

づ
く

り
の

促
進

 

ⅳ
 
地

域
の

夢
プ

ラ
ン

の
実

践
活

動
の

促
進

 

 
 

ⅴ
 
新

た
な

地
域

の
拠

点
づ

く
り

の
推

進
 

 
 

ⅵ
 
公

共
施

設
老

朽
化

へ
の

対
応

 

 (
3
)
 
基

本
目

標
に
お

け
る
数
値

目
標
 

基
本

目
標

に
は

、
行

政
活

動
そ

の
も

の
の

結
果

（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

で
は

な
く

、
そ

の
結

果
と

し

て
住

民
に

も
た

ら
さ

れ
た

便
益

（
ア

ウ
ト

カ
ム

）
に

関
す

る
数

値
目

標
を

設
定

す
る

。
 
 

 (
4
)
 
具

体
的

な
施
策

に
お
け
る

重
要

業
績

評
価
指

標
（

KP
I
）
 

具
体

的
な

施
策

に
つ

い
て

は
、

そ
れ

ぞ
れ

に
対

し
て

、
ア

ウ
ト

カ
ム

に
関

す
る

客
観

的
な

重
要

業

績
評

価
指

標
（

K
P

I）
を

設
定

す
る

。
な

お
、

ア
ウ

ト
カ

ム
に

関
す

る
指

標
が

設
定

で
き

な
い

場
合

に
は

、
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
に

関
す

る
指

標
を

設
定

す
る

こ
と

も
可

能
。

 

 

(
5
)
 
実

施
事

業
（
ア

ク
シ
ョ
ン

プ
ラ

ン
）
 

具
体

的
な

施
策

を
実

効
的

に
進

め
る

個
別

・
具

体
的

な
「

推
進

事
業

」
で

あ
り

、
毎

年
度

、
定

期

的
に

重
要

業
績

評
価

指
標
（

K
P

I）
の

達
成

状
況

を
評

価
し

た
上

で
、

必
要

な
見

直
し

を
実

施
す

る
。

 

            

-
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-

-
8
-

-
8
-



５
．

総
合

戦
略

の
推

進
体

制
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
．

総
合

戦
略

の
推

進
体

制
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
．

総
合

戦
略

の
推

進
体

制
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
．

総
合

戦
略

の
推

進
体

制
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
1
)
 
周

南
市

ま
ち

･ひ
と

･し
ご

と
創

生
戦

略
会
議

（
2
0名

程
度
）

 

総
合

戦
略

の
策

定
に

あ
た

っ
て

は
、

産
業

・
行

政
・

大
学

・
金

融
・

労
働

団
体

・
マ

ス
コ

ミ
・

Ｎ

Ｐ
Ｏ

な
ど

の
様

々
な

分
野

で
活

躍
さ

れ
て

い
る

方
々

の
参

画
に

よ
る

「
有

識
者

会
議

」
を

設
置

し
、

総
合

戦
略

策
定

に
向

け
た

提
案

や
意

見
聴

取
を

行
う

と
と

も
に

、
総

合
戦

略
策

定
後

は
、

目
標

指
標

の
達

成
度

検
証

、
総

合
戦

略
見

直
し

へ
の

提
言

な
ど

を
受

け
る

。
 

 

(
2
)
 
周

南
市

ま
ち

･ひ
と

･し
ご

と
創

生
推

進
本
部

 

市
長

を
本

部
長

に
、

特
別

職
及

び
部

長
級

職
員

で
構

成
す

る
「

庁
内

推
進

本
部

」
を

設
置

し
、

全

庁
的

な
横

断
体

制
を

確
立

し
た

う
え

で
、
総

合
戦

略
策

定
に

向
け

た
基

本
方

向
や

基
本

目
標

な
ど

の

決
定

、
ま

ち
づ

く
り

総
合

計
画

な
ど

と
の

調
整

及
び

計
画

の
進

行
管

理
を

行
う

。
 

 

(
3
)
 
周

南
市

ま
ち

･ひ
と

･し
ご

と
創

生
推

進
本
部

 
ワ

ー
キ

ン
グ

チ
ー

ム
 

関
係

部
署

等
で

構
成

す
る

ワ
ー

キ
ン

グ
チ

ー
ム

を
置

き
、

重
要

業
績

評
価

指
標

・
目

標
指

標
の

設

定
や

具
体

的
な

施
策

・
事

業
の

立
案

を
行

う
。

 

  ６
．

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

の
確
立

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

６
．

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

の
確
立

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

６
．

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

の
確
立

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

６
．

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

の
確
立

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

進
行

管
理

に
当

た
っ

て
は

、
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
を

導
入

し
、

重
要

業
績

評
価

指
標

（
K

P
I）

に
よ

る
施

策
の

効
果

検
証

を
実

施
し

、
必

要
に

応
じ

て
主

要
事

業
の

見
直

し
を

行
う

。
 

 

                 

-
9
-

-
9
-

-
9
-

-
9
-



 
総

合
戦

略
作

成
イ

メ
ー

ジ
 

 
総

合
戦

略
作

成
イ

メ
ー

ジ
 

 
総

合
戦

略
作

成
イ

メ
ー

ジ
 

 
総

合
戦

略
作

成
イ

メ
ー

ジ
 

    

基
本

方
針

 
基

本
方

針
 

基
本

方
針

 
基

本
方

針
 

多
様

な
し

ご
と

を
創
出

し
、

安
定

し
た

雇
用

を
生

む
環

境
を

つ
く

る
 

 

基
本

目
標

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
数

値
目

標
 

基
本

目
標

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
数

値
目

標
 

基
本

目
標

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
数

値
目

標
 

基
本

目
標

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
数

値
目

標
 

 
雇

用
を

確
保

し
、

安
定

し
て

働
く
こ
と

が
で

き
る
ま
ち

 
 
 

 
（

例
）

雇
用

創
出

数
 
5
年

間
で
●

●
●
人
 

 

基
本

方
向

 
基

本
方

向
 

基
本

方
向

 
基

本
方

向
 

 
新

た
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
や

素
材

な
ど

を
は

じ
め

と
し

た
・

・
・

・
・

 

 

 

 具
体

的
施

策
 

具
体

的
施

策
 

具
体

的
施

策
 

具
体

的
施

策
 

  
1

．
新

事
業

・
新

産
業

の
創

出
 

 
 

 
医

療
や

環
境

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

分
野

な
ど

、
今

後
の

成
長

が
期

待
で

き
・

・
・

・
・

・
 

  
 

 
★

重
要

業
績

評
価

指
標

（
K

P
I）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
☆

実
施

事
業

 

 
 

 
 

 
 

 
・

創
業

支
援

事
業

 
 

・
企

業
立

地
促

進
事

業
 

 
・

・
・

・
・

 

 
 

 
◆

総
合

計
画

上
の

位
置

づ
け

 

 
 

 
 

 
 

活
力

と
魅

力
に

満
ち

た
賑

わ
い

の
あ

る
ま

ち
づ

く
り

 

 
 

 
 

 
 

 
 

7
-
7

 
産

業
・

観
光

 
 

工
業

・
新

産
業

の
振

興
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【

産
業

活
力

・
富

の
創

造
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
】

 

 
 

 
 

 
2

．
水

素
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
利

活
用

の
促

進
 

 
 

 
水

素
エ

ネ
ル

ギ
ー

で
未

来
を

拓
く

「
水

素
先

進
都

市
 

周
南

」
・

・
・

・
・

・
 

  
 

 
★

重
要

業
績

評
価

指
標

（
K

P
I）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
☆

実
施

事
業

 

 
 

 
 

 
 

 
・

水
素

利
活

用
推

進
事

業
 

 
・

・
・

・
・

 

 
 

 
◆

総
合

計
画

上
の

位
置

づ
け

 

 
 

 
 

 
 

環
境

に
や

さ
し

く
快

適
で

利
便

性
の

高
い

ま
ち

づ
く

り
 

 
 

 
 

 
 

 
 

8
-
1

 
環

境
共

生
 

 
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

活
用

と
低

炭
素

社
会

の
実

現
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【

産
業

活
力

・
富

の
創

造
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
】

 

 
 

 
 

-
1
0
-

-
1
0
-

-
1
0
-

-
1
0
-



(
敬

称
略

）

№
団

　
体

　
名

　
等

氏
　

名

1
徳

山
商

工
会

議
所

小
林

和
子

2
新

南
陽

商
工

会
議

所
谷

口
博

文

3
株

式
会

社
ト

ク
ヤ

マ
有

吉
毅

彦

4
東

ソ
ー

株
式

会
社

佐
伯

哲
治

5
竹

村
電

機
株

式
会

社
竹

村
恭

典

6
防

長
交

通
株

式
会

社
牧

洋
史

7
周

南
観

光
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

協
会

原
田

康
宏

8
株

式
会

社
ま

ち
あ

い
徳

山
河

村
啓

太
郎

9
周

南
市

地
産

地
消

推
進

協
議

会
江

本
伸

二

1
0

徳
山

大
学

石
川

英
樹

1
1

徳
山

大
学

河
田

正
樹

1
2

山
口

大
学

稲
葉

和
也

1
3

徳
山

工
業

高
等

専
門

学
校

中
川

明
子

1
4

株
式

会
社

山
口

銀
行

徳
山

支
店

徳
永

徹

1
5

株
式

会
社

西
京

銀
行

岡
田

浩

1
6

日
本

労
働

組
合

総
連

合
会

山
口

県
連

合
会

県
央

地
域

協
議

会
姉

ケ
山

将
和

1
7

山
口

放
送

株
式

会
社

横
道

秀
彦

1
8

エ
フ

エ
ム

周
南

株
式

会
社

藤
田

徹

1
9

N
P

O
法

人
山

口
県

ア
ク

テ
ィ

ブ
シ

ニ
ア

協
会

藤
本

賢
司

2
0

周
南

市
こ

ど
も

育
成

支
援

対
策

審
議

会
石

光
須

美
恵

2
1

徳
山

公
共

職
業

安
定

所
竹

田
英

保

2
2

山
口

県
周

南
県

民
局

中
村

孝
史

周
南

市
ま

ち
･
ひ

と
･
し

ご
と

創
生

戦
略

会
議
 
委

員
名

簿

-
1
1
-

-
1
1
-

-
1
1
-

-
1
1
-



第
1

部
会

　
【

基
本

目
標

①
】

雇
用

を
確

保
し

、
安

定
し

て
働

く
こ

と
が

で
き

る
ま

ち
第

1
部

会
　

【
基

本
目

標
①

】
雇

用
を

確
保

し
、

安
定

し
て

働
く

こ
と

が
で

き
る

ま
ち

第
1

部
会

　
【

基
本

目
標

①
】

雇
用

を
確

保
し

、
安

定
し

て
働

く
こ

と
が

で
き

る
ま

ち
第

1
部

会
　

【
基

本
目

標
①

】
雇

用
を

確
保

し
、

安
定

し
て

働
く

こ
と

が
で

き
る

ま
ち

№
団

　
体

　
名

　
等

氏
　

名

1
東

ソ
ー

株
式

会
社

佐
伯

哲
治

2
竹

村
電

機
株

式
会

社
竹

村
恭

典

3
周

南
市

地
産

地
消

推
進

協
議

会
江

本
伸

二

4
徳

山
公

共
職

業
安

定
所

竹
田

英
保

第
２

部
会

　
【

基
本

目
標

②
】

安
心

し
て

子
育

て
・

教
育

が
で

き
る

ま
ち

第
２

部
会

　
【

基
本

目
標

②
】

安
心

し
て

子
育

て
・

教
育

が
で

き
る

ま
ち

第
２

部
会

　
【

基
本

目
標

②
】

安
心

し
て

子
育

て
・

教
育

が
で

き
る

ま
ち

第
２

部
会

　
【

基
本

目
標

②
】

安
心

し
て

子
育

て
・

教
育

が
で

き
る

ま
ち

№
団

　
体

　
名

　
等

氏
　

名

1
新

南
陽

商
工

会
議

所
谷

口
博

文

2
日

本
労

働
組

合
総

連
合

会
山

口
県

連
合

会
県

央
地

域
協

議
会

姉
ケ

山
将

和

3
徳

山
工

業
高

等
専

門
学

校
中

川
明

子

4
周

南
市

こ
ど

も
育

成
支

援
対

策
審

議
会

石
光

須
美

恵

第
３

部
会

　
【

基
本

目
標

③
】

若
者

・
女

性
が

住
み

続
け

、
活

躍
で

き
る

ま
ち

第
３

部
会

　
【

基
本

目
標

③
】

若
者

・
女

性
が

住
み

続
け

、
活

躍
で

き
る

ま
ち

第
３

部
会

　
【

基
本

目
標

③
】

若
者

・
女

性
が

住
み

続
け

、
活

躍
で

き
る

ま
ち

第
３

部
会

　
【

基
本

目
標

③
】

若
者

・
女

性
が

住
み

続
け

、
活

躍
で

き
る

ま
ち

№
団

　
体

　
名

　
等

氏
　

名

1
徳

山
商

工
会

議
所

小
林

和
子

2
徳

山
大

学
石

川
英

樹

3
株

式
会

社
西

京
銀

行
岡

田
浩

4
エ

フ
エ

ム
周

南
株

式
会

社
藤

田
徹

5
N

P
O

法
人

山
口

県
ア

ク
テ

ィ
ブ

シ
ニ

ア
協

会
藤

本
賢

司

第
４

部
会

　
【

基
本

目
標

④
】

賑
わ

い
と

活
力

を
実

感
で

き
る

ま
ち

第
４

部
会

　
【

基
本

目
標

④
】

賑
わ

い
と

活
力

を
実

感
で

き
る

ま
ち

第
４

部
会

　
【

基
本

目
標

④
】

賑
わ

い
と

活
力

を
実

感
で

き
る

ま
ち

第
４

部
会

　
【

基
本

目
標

④
】

賑
わ

い
と

活
力

を
実

感
で

き
る

ま
ち

№
団

　
体

　
名

　
等

氏
　

名

1
周

南
観

光
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

協
会

原
田

康
宏

2
株

式
会

社
ま

ち
あ

い
徳

山
河

村
啓

太
郎

3
徳

山
大

学
河

田
正

樹

4
山

口
放

送
株

式
会

社
横

道
秀

彦

第
５

部
会

　
【

基
本

目
標

⑤
】

地
域

資
源

を
活

用
し

、
快

適
に

暮
ら

し
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

ま
ち

第
５

部
会

　
【

基
本

目
標

⑤
】

地
域

資
源

を
活

用
し

、
快

適
に

暮
ら

し
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

ま
ち

第
５

部
会

　
【

基
本

目
標

⑤
】

地
域

資
源

を
活

用
し

、
快

適
に

暮
ら

し
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

ま
ち

第
５

部
会

　
【

基
本

目
標

⑤
】

地
域

資
源

を
活

用
し

、
快

適
に

暮
ら

し
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

ま
ち

№
団

　
体

　
名

　
等

氏
　

名

1
株

式
会

社
ト

ク
ヤ

マ
有

吉
毅

彦

2
防

長
交

通
株

式
会

社
牧

洋
史

3
山

口
大

学
稲

葉
和

也

4
株

式
会

社
山

口
銀

行
徳

山
支

店
徳

永
徹

5
山

口
県

周
南

県
民

局
中

村
孝

史

周
南

市
ま

ち
･
ひ

と
･
し

ご
と

創
生

戦
略

会
議

 
部

会
名
簿

（
案

）

-
1
2
-

-
1
2
-

-
1
2
-

-
1
2
-



周
南
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
戦
略
会
議
設
置
要
綱
 

（
設
置
）
 

第
１
条
 
周
南
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
（
以
下
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
い
う
。
）
及
び
周
南
市
総
合
戦

略
（
以
下
「
総
合
戦
略
」
と
い
う
。
）
の
策
定
及
び
推
進
に
当
た
り
、
専
門
的
見
地
か
ら
幅
広

く
意
見
又
は
提
案
を
受
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
周
南
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
戦
略

会
議
（
以
下
「
戦
略
会
議
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。
 

（
所
掌
事
務
）
 

第
２
条
 
戦
略
会
議
の
所
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

(１
) 

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
総
合
戦
略
の
策
定
に
関
す
る
こ
と
。
 

(２
) 

総
合
戦
略
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。
 

(３
) 

総
合
戦
略
に
掲
げ
る
施
策
の
成
果
の
検
証
に
関
す
る
こ
と
。
 

(４
) 

そ
の
他
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
総
合
戦
略
に
関
し
必
要
な
事
項
に
関
す
る
こ
と
。
 

（
組
織
）
 

第
３
条
 
戦
略
会
議
は
、
次
に
掲
げ
る
委
員
20人

程
度
を
も
っ
て
組
織
す
る
。
 

(１
) 

地
域
の
活
性
化
に
優
れ
た
見
識
を
有
す
る
者
 

(２
) 

そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
者
 

（
任
期
）
 

第
４
条
 
委
員
の
任
期
は
、
選
任
さ
れ
た
日
の
属
す
る
年
度
の
年
度
末
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、

再
任
を
妨
げ
な
い
。
 

２
 
委
員
が
欠
け
た
場
合
に
お
け
る
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。
 

（
会
長
及
び
副
会
長
）
 

第
５
条
 
戦
略
会
議
に
会
長
及
び
副
会
長
各
１
人
を
置
く
。
 

２
 
会
長
及
び
副
会
長
は
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
定
め
る
。
 

３
 
会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
戦
略
会
議
を
代
表
す
る
。
 

４
 
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。
 

（
会
議
）
 

第
６
条
 
戦
略
会
議
の
会
議
（
以
下
「
会
議
」
と
い
う
。
）
は
、
会
長
が
招
集
し
、
そ
の
議
長
と

な
る
。
 

２
 
会
長
は
、
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
委
員
以
外
の
者
を
会
議
に
出
席
さ
せ
、
意
見
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
 

-
1
3
-

-
1
3
-

-
1
3
-

-
1
3
-



（
庶
務
）
 

第
７
条
 
戦
略
会
議
の
庶
務
は
、
政
策
企
画
担
当
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。
 

（
そ
の
他
）
 

第
８
条
 
こ
の
要
綱
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
戦
略
会
議
の
運
営
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
市
長

が
別
に
定
め
、
会
議
の
運
営
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
会
長
が
会
議
に
諮
っ
て
定
め
る
。
 

附
 
則
 

１
 
こ
の
要
綱
は
、
平
成
27年

６
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

２
 
第
６
条
第
１
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
最
初
の
会
議
は
、
市
長
が
招
集
す
る
。
 

   

-
1
4
-

-
1
4
-

-
1
4
-

-
1
4
-


